
�最低賃金の引き上げ

日本でも, ｢格差社会｣ について, 現在様々な議論

がなされているが, アメリカにおいても, 経済的格差

の拡大はこれまでしばしば指摘されている｡ 例えば,

企業の最高経営責任者と一般的なブルーカラー労働者

の収入額の比率は, 1982 年には 42 対 1 であったが,

この比率の差が非常に拡大している (2006 年で 411

対 1) ことがしばしば指摘されている｡ CEOと一般的

なブルーカラー労働者の比較は極端な例であるかもし

れない｡ しかし, これを別にしても, 例えば, 全世帯

を収入額に応じて 100 等分して, その増加率を比較し

てみると, 上位から 5番目に該当するグループの収入

は, 2005 年時点で, 1967 年に比べて 76%増加したの

に対して, ちょうど中位にあるグループの収入は 30

%の増加, 下位から 20 番目に該当するグループの収

入は 29%の増加にとどまっている｡ 換言すれば, 上

位から 5番目に該当するグループの収入額の増加率は,

中位のグループのそれよりも 1.5 倍ほど, 下位から

20 番目に該当するグループのそれよりも, 1.6 倍ほど

大きいということである｡ より豊かな層ほどより大幅

に, 豊かになっているというわけである｡ そして, 中

位層・下位層の収入の伸びが相対的に低い中, 中流階

級層の減少・貧困層の拡大が指摘され (統計によると,

貧困層は 2005 年時点で 3700 万人, 全人口の 12.6%

を占めており, 2000 年を境に増加しているとされる),

かつ, それへの対応について, 議論がなされている｡

身近なところでも, CNNのある番組 (CNNアンカー

の一人である Lou Dobbs の‶Lou Dobbs Tonight")

で, "War on the Middle Class"という特集の下, 医

療保険制度や, 最低賃金制度をはじめとして, 中流層・

貧困層の直面している問題をしばしば取り上げている

のをこれまでよく目にしたし, David K. Shipler の
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れるような, 貧困労働者層の実態に迫った書籍もよく

目にする｡

昨年 11 月の中間選挙で民主党が多数派となったア

メリカ議会は, このように拡大する格差の行き過ぎを

是正するための対策の一つとして, 1997 年以来 10 年

ぶりとなる連邦レベルでの最低賃金額引き上げを実施

するべく, 公正労働基準法の改正法 (Fair Minimum

Wage Act of 2007) を成立させた (議会通過は 2007

年 2 月 1 日, 大統領による署名は 5月 25 日)｡ この改

正を受けて, 7 月 24 日に最低賃金額の引き上げが実

施され, それまでの 10 年間, 時間給で 5.15 ドルとさ

れてきた最低賃金額は, 同日以降, 1 時間あたり 70

セント増額され, 1 時間あたり 5.85 ドルとなってい

る｡ 今回の法改正は, 三段階に分けて最低賃金の引き

上げを行うという内容のものであり, 2008 年 7 月 24

日および 2009 年 7 月 24 日にもそれぞれ 70 セントず

つ引き上げられ, 最終的に, 1 時間あたり 7.25 ドル

とされる予定である｡ 他方で, 同法改正においては,

最低賃金の引き上げによる影響を強く受ける中小規模

の企業に配慮して (民主党・共和党の勢力がほぼ拮抗

する上院で, 法案を通過させるため), これら企業に

対する減税措置も併せて盛り込まれている｡

最低賃金の規制は連邦のみならず, 各州・コロンビ

ア特別行政区も行うことができ (更に, 独自の最低賃

金規制を設けている郡・市もある), 連邦レベルでの

最低賃金が引き上げられなかったここ 10 年間の間に

も, 州レベルでは引き上げが行われていた｡ 労働省の

Webページによれば, 連邦レベルでの最低賃金が5.58

ドルに引き上げられた現在の状況の下, 30 州 (および

コロンビア特別行政区) は, すでに連邦レベルにおけ

る最低賃金額よりも高い最低賃金額を定めており, こ

のほか, 10 州が連邦と同額の最低賃金を定めている｡

連邦よりも低い最低賃金額を定めるにすぎない州は 5

州, 最低賃金について規制を有しない州も 5州存在す

る (今回の法改正による最低賃金の引き上げが完了す

る 2009 年 7 月 24 日時点では, 連邦よりも高い最低賃

金額を定める州は, 12 州に減少するとされている)｡

今回の最低賃金引き上げでは, (2009 年の引き上げ完

了時点で) 約 1300 万人が, 直接 (最低賃金額で働い
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ている労働者), またはその波及効果として間接に

(ほぼ最低賃金額で働いている労働者), 賃金引き上げ

の恩恵を受けることになると予測されている｡

ところで, すでに述べたが, 連邦レベルの最低賃金

引き上げは, それについて規定する公正労働基準法の

改正を通じて実施されている｡ 公正労働基準法にはそ

の適用に関する定めがあり, ごく大雑把に言えば,

(1)労働者 (employee) を個別にみて, 州際通商また

はそのための商品の生産に従事している場合, 当該労

働者に, または, (2)(1)に該当しないとしても, 使用

者たる企業が (唯一の労働者が経営者自身またはその

家族である場合を除いて) 州際通商またはそのための

商品の生産に従事しており, かつ年間の売上・取引総

額が 50 万ドル以上の場合, 当該企業に雇用されてい

る労働者に, 適用される｡ ごくごく大雑把に要約すれ

ば, 小規模かつ一つの州内での活動にとどまる企業の

労働者には, 公正労働基準法は適用されないわけであ

る｡ そういった労働者にも, 州が定める最低賃金法が

適用される可能性はあるものの, 州法によってはごく

零細規模の企業については適用対象外とする規定を有

するものもあり (また, 上述したとおり, 最低賃金法

を制定していない州もある), やはり適用に ｢穴｣ が

いくらか生じていることは否めない｡ 小規模企業では,

最低賃金もしくはそれに近い賃金で働く労働者の割合

は決して低くないと思われるが, そこに最低賃金規制

が及んでいない可能性が存在するわけである｡

適用に関しては更に重要な点として, 公正労働基準

法の適用は ｢労働者｣ に限定されているという点があ

る｡ したがって, 例えば, 独立契約者 (independent

contractor) など, 労働者に該当しない者については,

当然ながら, 最低賃金規制を含め, 公正労働基準法は

適用されない｡ この点に関して, アメリカでも, 実態

として労働者に類似する独立契約者が存在しており,

その労働者性が問題となっている (2005 年時点のデー

タで, 独立契約者に分類される者はおよそ 1030 万人,

就労人口の 7.4%を構成するとされている｡ このうち

どの程度の者が実態として労働者に類似するかについ

てのデータはないが, 運輸業など, 低技能の業務に従

事する 3割程度の者については, 労働者に類似する独

立契約者の可能性があるとの推測もある)｡ 判例は,

公正労働基準法の適用に関して, ｢経済的実態｣ に照

らして判断する立場を示しているが (‶Economic

Reality" Test), ケース・バイ・ケースの判断であり,

必ずしも適切に独立契約者の労働者性について対処で

きているとはいえない状況にある｡

周知のように, 最低賃金の引き上げが貧困解消のた

めの政策として適切か否かについては, 激しい議論が

あるが, その点を別にしても, そもそも, 最低賃金規

制が低所得者層を適切にカバーしているものであるか

どうかについても, 考えてみる余地があるように思わ

れる｡
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